















































このような英語観は，Kachru（1986, 1992）の「世界諸英語（World Englishes）」，Smith（1976, 
1983）の「国際語としての英語（English as an International）」，Smith（1976, 1978），森住（2008）
などによる「国際補助語としての英語（English as an International Auxiliary Language）」，そ





テーマでこの問題を大きく取り上げている。そこでは，Jennifer Jenkins氏が“English as a 
Lingua Franca”，矢野安剛氏が『英語のグローバル化とその教育』，Salikoko S. Mufwene氏
15
日本人がめざすべき英語
が‘“Global English”vs.“English as a Global Language”’，そしてこの 3者によるシンポジウ
ム“What is Global English Communicative Competence?: Models, Standards, and Pedagogy 
for the Teaching of English in Japan.”がこの問題を特に論じている。さらに，大学英語教育
学会第 50 回国際大会（2011）でも，吉川・日野・松田・石川（2011），Matsuda（2011）及び 













“My I have your good name?”“Kindly please advise me.”などである。また，シンガポール英語




語も認められるべきであろう。例えば，nativeな英語であれば，“How are you, Tom?”という
ふうに名前を後につけるであろうが，日本的な環境であれば，普通名前は呼ばない。つまり，
日本人英語として“How are you?”と使って問題はないだろう。How are you?の後に人の名前
を呼ぶかどうか，言語の問題というよりは，文化的な問題，文化的な表現のスタイルの問題で

























































































































































































を利用する／トイレに行く／トイレをかりる」は普通の表現である。したがって，May I use 
your toilet? I’m going to the toilet.などと表現するかもしれない。ところが，アメリカなどで
は，toiletは単に便器を意味する。だから，日本の英語はおかしいと言う。だが，ここは日本
であって，少々向こうとは違う表現の仕方があっても当然である。いや，英語では（アメリ























ていた会合に友人が現れず，後日あった時に，日本人であれば，“I went there. Why didn’t you 
come?”と発言する。一方，nativeであれば“I was there. Where were you?”と発言するのが
自然のようである。また移動の交通手段を言う場合でも，日本人であれば，“I went to Kyoto 








英語 2』（2014）が持ち出すような native 英語は，現代の英語状況を無視して，あまりにアメ
リカ英語の押し付けをしているようである。セイン（2012）では，“How are you?”という挨






















「 アジア人が英語を話せて，日本人が話せない理由 // Why Japanese people have a harder 
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